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■門口  
新
庁
舎
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業
と

の
比
較
並
び
に
改
善
点
等
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
や
メ
リ
ッ
ト
は
。

■市長  
前
計
画
で
の
総
事
業
費
68
億
円
、

本
体
工
事
費
55
億
円
を
見
直
し
、
そ
れ
ぞ

れ
48
億
円
、
40
億
円
と
し
た
。
新
庁
舎
と

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業
は
、
設
計
の
方
針
や

内
容
が
全
く
違
う
も
の
で
あ
る
た
め
、
単

純
に
比
較
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。
数
値
の
現
状
と
し
て
答
え
さ
せ
て
い

た
だ
く
の
で
あ
れ
ば
、
前
の
設
計
で
は
、

延
床
面
積
１
４
，５
０
３
㎡
で
、
新
庁
舎
が

９
，９
９
２
㎡
で
あ
る
。

■門口  

１
㎡
当
り
建
設
費
は
前
計
画
が
38

万
円
、
新
庁
舎
が
43
万
円
。
市
長
公
約
で

は
事
業
費
を
20
億
円
削
減
が
、
最
終
的
に

17
億
円
。
同
条
件
で
の
比
較
、
既
に
前
計

画
に
約
５
千
万
円
、
ま
た
裁
判
中
の
賠
償

額
の
負
担
等
で
削
減
額
は
約
13
億
円
で
は
。

■市長  

前
計
画
は
基
本
設
計
時
の
概
算
で

あ
る
の
で
比
較
は
困
難
。
本
計
画
に
お
い

て
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
の
本
格

化
、
そ
の
後
の
熊
本
地
震
な
ど
の
自
然
災

害
に
よ
る
人
員
不
足
や
人
件
費
・
資
材
費

の
高
騰
、
猛
暑
や
台
風
で
工
期
の
延
長
に

よ
り
約
３
億
円
増
額
し
た
。
ま
た
、
財
源

は
当
初
合
併
特
例
債
の
活
用
で
負
担
額
は

17
億
２
千
万
円
を
、
新
庁
舎
は
一
般
単
独

災
害
復
旧
事
業
債
活
用
で
約
８
億
４
千
万

円
、
約
８
億
８
千
万
円
縮
減
で
き
た
。

■門口  

現
在
の
駐
車
場
で
は
、
住
民
窓
口

の
繁
忙
期
等
は
不
足
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
等

の
駐
車
場
や
避
難
所
利
用
も
考
慮
し
、
立

体
駐
車
場
（
一
部
職
員
駐
車
場
）
を
建
設

し
て
は
。
建
設
費
償
還
の
財
源
に
、
職
員

駐
車
場
の
利
用
料
も
充
て
ら
れ
る
。

■総務部長  

旧
新
館
解
体
後
、
77
台
の
駐

車
区
画
を
確
保
し
、
合
計
１
３
４
台
と
な

る
。
立
体
駐
車
場
を
建
設
す
る
に
は
、
土

地
条
件
に
９
０
０
㎡
以
上
必
要
で
、
新
庁

舎
前
駐
車
場
を
含
め
て
３
階
建
て
で
１
９

５
台
と
な
る
計
算
に
な
る
。
建
設
費
や
管

理
費
用
等
も
含
め
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

■門口  

施
設
の
整
理
・
統
廃
合
計
画
の
取

り
組
み
の
進
捗
状
況
や
成
果
に
つ
い
て
。

■財産経営課長  
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
し
、
廃
止
や
譲
渡
（
売
却
）

な
ど
の
方
向
性
を
定
め
、
集
会
施
設
な
ど

４
６
５
施
設
を
対
象
に
３
８
１
施
設
で
目

標
を
達
成
し
て
い
る
。。

■門口  
本
庁
舎
や
複
合
施
設
な
ど
の
事
業

費
に
約
92
億
円
、
財
源
は
国
庫
支
出
金
、

市
債
を
充
当
し
て
も
約
21
億
円
程
度
は
市

の
負
担
。
財
政
調
整
基
金
は
年
々
減
少
し

て
い
る
が
。
ま
た
、
今
後
、
建
設
予
定
の

施
設
の
事
業
費
等
は
。

■総合政策部長  
合
併
時
の
財
政
調
整
基

金
は
63
億
円
、
平
成
30
年
度
の
決
算
剰
余

金
に
よ
り
本
年
度
末
は
約
80
億
円
と
な
る

見
込
み
。
今
後
、
宮
地
岳
道
の
駅
は
工
事

費
約
２
億
４
千
万
円
。
そ
の
他
の
施
設
は

概
算
で
、
白
亜
紀
資
料
館
約
10
億
円
、
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
約
21
億
円
、
本
渡
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
約
20
億
円
と
見
込
ん
で
い

る
。■門口  

次
世
代
へ
の
負
担
を
軽
減
し
、
子

ど
も
や
市
民
生
活
、
サ
ー
ビ
ス
等
関
連
の

必
要
な
投
資
の
優
先
を
お
願
い
す
る
。

天
草
市
本
庁
舎
等
の
施
設
に
つ
い
て

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
負
担
軽
減
を

門口  徹
議員

【
子
ど
も
の
均
等
割
廃
止
を
】

■蓮池  

貧
困
と
格
差
が
広
が
る
中
、
天
草

市
に
お
い
て
も
同
程
度
の
所
得
層
で
、
健

康
保
険
料
負
担
を
め
ぐ
っ
て
、
差
が
大
き

く
な
り
、国
保
税
が
割
高
と
な
っ
て
い
る
。

　
均
等
割
を
廃
止
し
て
、
子
ど
も
へ
の
課

税
積
算
を
改
め
る
べ
き
。
本
市
の
国
保
税

算
定
は
、
数
年
前
に
資
産
割
を
廃
止
し
、

応
益
割
で
は
、
１
人
当
た
り
い
く
ら
で
積

算
す
る
均
等
割
と
、
１
世
帯
当
た
り
い
く

ら
で
積
算
す
る
平
等
割
が
あ
り
、
構
造
的

に
家
族
人
数
が
多
い
世
帯
は
割
高
に
な
る

傾
向
を
有
し
て
い
る
。

　
本
市
は
県
下
で
一
番
面
積
が
広
い
自
治

体
で
あ
り
、
高
齢
化
比
率
が
進
ん
で
い
る

中
山
間
地
自
治
体
の
中
で
も
少
子
化
の
進

行
が
、
小
学
校
の
統
廃
合
を
加
速
さ
せ
、

子
育
て
世
代
の
定
住
人
口
も
激
減
す
る
様

相
。
一
方
で
、
本
市
の
地
場
産
業
担
い
手

創
造
の
見
地
か
ら
も
、
親
元
就
業
支
援
を

一
次
産
業
で
始
め
て
い
る
。
通
う
小
学
校

が
集
落
か
ら
遠
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
親
元

就
業
を
め
ざ
し
て
い
る
若
い
家
族
の
決
断

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
事
態
も
あ
る
。
あ

る
い
は
、
多
く
の
地
区
振
興
会
ご
と
に
み

て
も
若
い
世
代
の
人
口
比
率
が
低
下
す
る

傾
向
は
否
め
な
い
。

　
私
の
最
初
の
指
摘
は
、
場
合
に
よ
っ
て

法
律
改
正
ま
で
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
地
方
自
治
体
同
士
で
研
究
し
、
地
元

選
出
国
会
議
員
や
各
党
に
も
要
請
が
求
め

ら
れ
る
。
県
内
市
町
村
の
動
向
は
。

　
本
市
は
、
医
療
費
窓
口
負
担
は
、
18
歳

ま
で
無
料
化
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
国
保
税
そ
の
も
の
は
積
算
さ
れ
る
仕

組
み
の
ま
ま
な
の
で
、
国
保
税
の
課
税
徴

収
の
ル
ー
ル
を
改
め
る
こ
と
が
、
避
け
て

通
れ
な
い
。■市民生活部長  

６
月
22
日
付
け
報
道
に

よ
る
と
、
芦
北
町
が
18
歳
以
下
の
均
等
割

に
つ
い
て
減
免
を
実
施
す
る
、
旨
の
記
事

を
確
認
し
た
。
そ
の
他
は
、
把
握
で
き
て

い
な
い
。

【
他
の
健
康
保
険
と
の
整
合
性
】

■蓮池  

市
職
員
や
市
内
の
多
く
の
事
業
所

に
お
勤
め
の
場
合
は
、
お
子
さ
ん
方
の
健

康
保
険
料
は
、
扶
養
す
る
親
御
さ
ん
方
の

保
険
料
負
担
で
賄
っ
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ

均
等
割
を
追
加
し
て
徴
収
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
国
保
で
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て

被
保
険
者
が
増
え
る
と
、
出
生
届
に
伴
う

国
保
の
加
入
届
を
済
ま
せ
る
段
階
で
、
月

単
位
で
国
保
税
均
等
割
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
。
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
制
度
が
あ
る

の
で
、
病
院
窓
口
は
医
療
費
の
負
担
が
な

い
が
、
税
金
負
担
は
増
額
が
発
生
す
る
。

　
少
な
く
と
も
健
康
を
維
持
す
る
面
で

は
、「
国
民
健
康
保
険
」
よ
り
「
協
会
け

ん
ぽ
」
の
方
が
、
個
人
負
担
が
少
な
く
、

持
続
可
能
性
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
少
な
く
と
も
協
会
け
ん
ぽ
水
準
ま
で
、

国
保
税
水
準
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
、
市

民
の
負
担
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。

蓮池 良正
議員

●
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
に
つ
い
て

●
自
転
車
保
険
に
つ
い
て

●
農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て

【
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
に
つ
い
て
】

■五通  

ま
だ
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
食

品
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。「
食

品
ロ
ス
」
は
、
2
0
1
6
年
度
で
約

6
4
3
万
ト
ン
、
事
業
系
が
3
5
2
万

ト
ン
、
家
庭
か
ら
2
9
1
万
ト
ン
に
な

る
。
こ
れ
は
国
民
1
人
が
茶
わ
ん
1
杯

分
の
ご
は
ん
を
毎
日
捨
て
て
い
る
事
に

な
る
。食
品
ロ
ス
削
減
を「
国
民
運
動
」

と
し
て
、
本
市
が
先
頭
に
立
っ
て
力
を

発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■市長  

食
品
を
大
量
に
廃
棄
し
て
い
る

現
状
は
大
変
危
惧
さ
れ
る
べ
き
問
題
で

あ
る
。
廃
棄
さ
れ
る
食
品
を
見
る
た
び

に
「
も
っ
た
い
な
い
」
気
持
ち
に
な
り
、

現
代
の
飽
食
に
心
を
痛
め
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
官
民
一
体
と
な
り
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
自
転
車
保
険
に
つ
い
て
】

■五通  

自
転
車
事
故
を
起
こ
し
た
加
害

者
に
対
し
、
高
額
な
賠
償
金
の
判
決
が

出
て
い
る
。
加
害
者
側
が
保
険
に
未
加

入
の
た
め
、
高
額
の
賠
償
金
を
払
え
ず

破
産
し
た
り
、
被
害
者
側
が
十
分
な
補

償
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
、
双
方
に

と
っ
て
不
幸
な
事
案
も
発
生
し
て
い

る
。
自
転
車
保
険
加
入
の
義
務
化
や
促

進
を
求
め
る
条
例
を
制
定
し
た
、
自
治

体
の
制
度
化
の
動
き
は
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
市
の
考
え
は
。

■地域振興部長  
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
県
の
条
例
を
準
用
し
な
が
ら
引
き

続
き
加
入
促
進
の
広
報
・
啓
発
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

■五通  「
自
転
車
保
険
加
入
の
義
務
化

や
促
進
を
求
め
る
条
例
」
が
で
き
る
こ

と
で
、
万
一
の
事
故
、
高
額
賠
償
に
も

対
応
で
き
、
市

民
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。

今
後
の
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。

【
農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て
】

■五通  

今
年
4
月
に
「
農
業
用
た
め
池

管
理
保
全
法
」
が
成
立
。
所
有
者
、
管

理
者
は
、
県
へ
の
届
け
出
が
義
務
付
け

ら
れ
る
が
、
確
認
や
周
知
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

■経済部長  

所
有
者
、
管
理
者
へ
の
周

知
・
啓
発
が
最
も
重
要
と
考
え
、
県
と

協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

五通 俊作
議員

■益田  

昭
和
35
年
５
月
に
当
時
の
牛
深

市
議
会
で
計
画
決
定
し
た
路
線
で
未
完

成
の
路
線
と
し
て「
鬼
塚
〜
牛
深
港
線
」

が
あ
る
。
こ
の
路
線
は
旧
商
店
街
を
通

り
、先
に
は
市
民
病
院
や
漁
協
が
あ
り
、

ま
た
小
学
校
や
中
学
校
の
通
学
路
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
車
線
で
交

通
量
も
多
く
学
生
の
安
全
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
の
地
区
か
ら
の
道
路
拡
張
の
要

望
も
続
い
て
い
る
が
、、
天
草
市
は
こ

の
道
路
に
対
し
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
か
。

■建設部長   「
鬼
塚
〜
牛
深
港
線
」
は
、

昭
和
47
年
度
か
ら
中
央
土
地
区
画
整

理
、
お
よ
び
県
の
街
路
事
業
に
よ
り
７

２
０
ｍ
が
整
備
さ
れ
、
改
良
率
は
65
・

５
％
で
あ
る
。
地
元
か
ら
は
通
学
時
の

安
全
確
保
や
緊
急
車
両
の
通
行
、
商
店

へ
の
荷
卸
し
の
利
便
性
向
上
等
を
目
的

と
し
た
道
路
拡
張
の
要
望
が
出
さ
れ
、

本
市
は
事
業
主
体
の
熊
本
県
に
対
し
要

望
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
27
年

に
は
牛
深
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
よ
り
道
路
網
の
充
実
を
図
る
と

さ
れ
て
い
る
。

■益田  

計
画
決
定
か
ら
59
年
が
経
過
し

た
。
地
区
住
民
の
高
齢
化
も
進
み
、
開

発
は
よ
り
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
交
通

量
の
調
査
や
地
区
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
実
施
し
た
の
か
。

■建設部長  

平
成
23
年
１
月
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
、
２
１
９
人
を
対
象

に
１
０
９
人
の
回
答
を
得
た
。「
必
要

な
路
線
で
あ
り
、
早
急
に
取
り
組
む
べ

き
」
と
57
％
の
回
答
を
得
た
一
方
、
15

％
の
反
対
も
あ
っ
た
。
ま
た
交
通
量
の

調
査
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
現
在
の
交

通
量
は
把
握
し
て
い
な
い
。

■益田  

行
政
と
し
て
地
区
住
民
へ
の
働

き
か
け
が
必
要
だ
。
子
ど
も
や
高
齢
者

の
安
全
を
第
一
に
交
通
量
の
調
査
や
安

全
対
策
の
議
論
を
進
め
、
整
備
等
の
必

要
が
あ
れ
ば
プ
ラ
ン
の
提
案
、
そ
の
後

の
意
見
聴
取
を
進
め
て
ほ
し
い
。

■市長  

こ
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
狭
隘
な
地
域
で
あ
り
、
ま
た
、
事
業

開
始
時
の
社
会
情
勢
や
地
域
の
実
情
等

に
よ
り
整
備
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
も

十
分
認
識
し
て
い
る
。
本
路
線
の
重
要

な
課
題
で
あ
る
急
傾
斜
地
の
対
策
や
通

学
路
の
安
全
性
確
保
な
ど
、
安
全
安
心

な
交
通
環
境
確
保
に
向
け
、
事
業
主
体

で
あ
る
熊
本
県
と
協
議
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

益田 政昭
議員

牛
深
の
都
市
計
画
道
路

「
鬼
塚
〜
牛
深
港
線
」
に
つ
い
て


